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国際ロータリー第2600地区
須坂五岳ロー タリー クラブ

No.291  2014.8.3
例会：毎週水曜日
12：30〜13：30
於：須坂迎賓館

TEL（026）246−3333

会長：小林　晃　　幹事：林　豊美　　会報・雑誌委員長：名和 禎浩

2015〜2016年度国際ロータリーのテーマ　世界へのプレゼントになろう

司会：植木新一 SAA　 点鐘：小林　晃 会長　 斉唱：君が代・奉仕の理想 

第1018回　例 会 報 告  2015.10.7㈬

No.318  2015.12.2
例会：毎週水曜日
12：30〜13：30
於：須坂迎賓館

TEL（026）246−3333

・��会員増強について　　　橋本会員増強委員長
　�2600地区会員が2000人を割り、地区の各グループ20

名増員目標を受け、会長目標でもあるクラブ2名の増員
に向け取り組んで行きたいと思います。昨年の活動を継
続し、クラブ創立20周年の記念の年に合わせて特に力
を入れてたいと考えています。ご協力をお願いします。

・推薦のお願い　　　クラブ奉仕　藤本委員長
　11月18日までに推薦書の提出をお願いします。

10月の慶祝10月の慶祝10月の慶祝10月の慶祝
誕生祝　4日　永井和男君　5日　金井辰巳君
結婚祝　14日　小山昭夫君　27日　小林　晃君

小林晃君…�結婚して25年になりますが、21歳から30年の
付き合いに感謝しています。

小山君…�48年、2年後は50周年になりますので、二人元
気で迎えたいと思います。

永井君…�64歳の今年の誕生日は町の延命地蔵のお祭りで
した。役で飲む機会が多いので、健康に気を付け
たいと思います。

進行：永井会員増強委

■会長あいさつ・幹事報告：小林晃会長

〇�9月19日㈯20周年記念式典祝賀会の集合写真の配布と
ご協力のお礼。

〇寄付報告（10月1日送金、1ドル120円）
・20周年記念事業　Ｒ財団へ420ドル（50,400円）。
・　　〃 　　　 　米山記念奨学会へ(50,000円）。
・Ｒ財団年次寄付へ小林晃会長(有)ＮＰウォンツ法人
　1,000ドル、クラブ（230ドル）。
・�R財団ポリオ1人500円、平和センター1人500円（各

95.83ドル）。
・�米山記念奨学会へ上沢広光会員10万円特別寄付（累計

50万円）。クラブ1人2,000円普通寄付(46,000円)。
〇10月ロータリーレート　１＄＝１２０円。
〇�高山村少年硬式野球連盟30周年記念誌に五岳RCの広告

掲載料（25,000円）支払。　
〇鬼怒川水害義捐金1人1,000円募金のお願い。
〇�11月７日㈯北信第一・第二グループ合同IM会員セミナ

ーご出席のお願い。　
〇��10月14日㈬例会前12：00より第7回理事会開催。

■出席･ニコニコBOX委員会報告：小林晃会長

会員数23名 出席数:12名（欠席者MU：9P）出席率：
91.3％（MU：ガバナー補佐推薦委員会、20周年事前・
式典・祝賀会、会員増強打合）
菊池君、橋本君、植木君、安藤君、飯塚君、長張君
………………………………………20周年ご苦労様でした。
永井君……………………………………誕生祝いありがとう。
小林晃君、小山君………………………結婚祝いありがとう。

計21,000円　　累計162,440円

クラブ奉仕委員会主管「会員増強について」



第1019回　例 会 報 告  2015.10.14㈬

■本日のゲスト：米山奨学生　ホアン・ティ ザンさん

カウンセラー　須坂ロータリークラブ　野平 静子様

■会長あいさつ・幹事報告：小林晃会長

〇例会前第7回理事会。
〇鬼怒川水害義捐金募金協力のお願い。
〇�11月22日㈰高山村少年硬式野球連盟30周年式典祝賀会

開催の案内。

地区大会 2015.10.18㈰ IM会員セミナー 2015.11.7㈯　ホテル国際21

司会：長張 副SAA　 点鐘：小林晃 会長　 斉唱：我等の生業

R財団　1,000ドル
NPウォンツ法人寄付
米山　上沢会員10万円

（特別功労５回）
米山記念奨学会感謝状贈呈
上沢広光会員へ

小林晃会長代読・贈呈
◇会員増強委員会より
　会員増強プロジェクトチーム組織と協力のお願い
　　　　　　　　　　　クラブ奉仕委員会　藤本委員長

■出席･ニコニコBOX委員会報告：小林晃会長

会員数23名 出席数：12名（欠席者MU:9P）出席率：
91.3％（MU：理事会）
小林晃、永井君、飯塚君、上沢君、長張君、小山君、
梅崎君、菊池君、安藤君、藤本君……ホアンさんようこそ。

計10,000円　　累計　172,440円

◇寄付報告と感謝状　　国際奉仕委員会　中嶋委員長

「RYLAで学んだこと」
　昨年に続き2回目の卓話になりま
す。前回はベトナムの紹介をしまし
たので、今回は9月26日・27日の
ライラに参加をし勉強になったこと
を報告したいと思います。

　テーマは大きく分けて二つありました。一番目は未来の
日本、2番目は未来の日本のために若者が出来る事でした。
　初日講演を聞いた後マインドマップを作成しディスカッ
ションしました。翌日はまとめたものをグループごと発表
しました。
　先生は21世紀後半についてを、①ITの進展が益々強ま
ること②イスラム国を中心とするテロ組織問題と経済問題
③グローバル化④人口減少と高齢化でした。こういう時代
に私たちがどう対応するかが大きな問題と考え、答えの一
つは人間が問題解決能力を持つことでした。

　IT技術は進んでも優秀ロボットが作業をしても人間の
解決能力は必要です。問題解決には、先ずは問題発見をし
解決策を考慮し、それを伝え働きかけながら実行します。
　マインドマップの作成方法も学び、簡単な自己紹介から
未来の日本のマインドマップを作成しました。
　未来の日本を想像し自分の意見をマインドマップに書き
込み、別のグループを見てまわった後に完成した自分のマ
ップは、「世界が日本を中心に平和を語っています」でし
た。このマインドマップから、30年後理想の日本の姿の
ポイントは人口増加、自然保護、技術発展、ストレスフリ
ー、グローバル化の5つが挙げられます。
　この問題に対する対策として若者が出来る事は、結婚し
子供を産み選挙に積極的に行くこと。エコバックを使用し
ボランティア活動に参加すること。勉強すること。時間を
有効管理し人と積極的に接すること。英語を学び異文化理
解能力を身に付け、自分の文化も理解することです。
　最後にライラに参加して新しいい友達に出会え、意見交
換ができ楽しかったです。新しいアイデアが聞け嬉しかっ
たです。チームワークは楽しいと実感できました。これか
らも皆に負けないよう自分ももっと努力をしなければいけ
ないと思っています。

米山奨学生　ホアン・ティ・ザンさん
◇国際奉仕委員会主管　米山奨学生卓話
　本日のゲスト紹介　　　中嶋国際奉仕委員長
　奨学生の紹介　　カウンセラー　野平静子様

まつもと市民芸術館


